
 
〈

 
子

供
育

成
部

 
〉

 

・
子

供
育

成
部

運
営

会
議

 

・
子

供
会

リ
ー

ダ
ー

研
修

会
 

・
い

じ
め

問
題

等
対

策
協

議
会

 

〈
 

女
性

部
 

〉
 

・
女

性
部

活
動

の
強

化
・

充
実

 

・
女

性
部

自
主

活
動

の
推

進
 

・
各

種
住

民
運

動
へ

の
参

加
協

力
 

東
町

内
会

は
、

昭
和

３９年
（

東
京

オ
リ

ン

ピ
ッ

ク
）
の

年
に

発
足

し
ま

し
た

。
当

初
は

３５

戸
か

ら
始

ま
り

現
在

の
「

東
北

海
道

い
す

ゞ
」

の
辺

り
一

帯
に

「
雪

印
乳

業
」

の
工

場
が

あ

り
、

そ
の

雪
印

乳
業

の
「

酪
農

会
」

と
昭

和

４２

年
に

合
併

し
、

現
在

に
至

り
ま

す
。

 
 

 
 

東

１３条
か

ら
東

１９条
に

か
け

て
、

自
動

車

関
係

、
建

設
業

、
ガ

ソ
リ

ン
ス

タ
ン

ド
な

ど
、

様
々

な
事

業
所

が
あ

り
、

近
年

は
商

業
施

設

等
も

で
き

、
人

口
も

増
加

し
て

い
ま

す
が

、

町
内

会
の

加
入

率
が

低
い

状
況

で
す

。
 

ま
た

、
公

住
等

の
入

れ
替

わ
り

が
多

い
の

で
、

な
か

な
か

町
内

会
に

加
入

し
て

も
ら

え

ま
せ

ん
。

こ
う

し
た

現
状

を
踏

ま
え

、
多

く

の
住

民
が

参
加

・
加

入
で

き
る

町
内

会
を

目

指
し

て
い

ま
す

。
 

町
内

会
の

行
事

と
し

て
、

①
春

の
一

斉
大

掃
除

、
公

園
整

備
、

②
花

一
杯

運
動

 
南

３

丁
目

通
り

花
壇

作
り

、
プ

ラ
ン

タ
ー

花
苗

植

③
中

標
津

神
社

例
大

祭
に

山
車

参
加

（
１

２

０
名

程
）

④
７

月
夏

休
み

ラ
ジ

オ
体

操
⑤

ふ

れ
あ

い
夏

祭
り

開
催

⑥
な

か
し

べ
つ

夏
ま

つ

り
音

頭
パ

レ
ー

ド
参

加
⑦

微
笑

む
会

（
敬

老

会
）

開
催

⑧
あ

ず
ま

長
生

ク
ラ

ブ
（

月
２

回
）

⑨
あ

ず
ま

太
鼓

愛
好

会
（

月
２

回
）

⑩
新

年

会
・

も
ち

つ
き

大
会

開
催

 
常

に
会

員
の

方

が
参

加
で

き
る

よ
う

に
交

流
す

る
事

で
会

員

意
識

を
高

め
、

ま
た

思
い

出
作

り
の

一
端

を

担
お

う
と

考
え

て
い

ま
す

が
、

生
活

環
境

の

急
速

な
変

化
に

よ
り

高
齢

者
を

含
む

一
部

の

会
員

が
辞

め
て

い
き
班

長
を

始
め
役

員
の
悩

 

 

 
中中 標標 津津 町町 全全 町町 内内 会会 連連 合合 会会 だだ よよ りり  

 平
成

２９年
度

事
業

活
動

計
画

 

◇
活

動
方
針

と
主

な
方

策
 

一
 
安
心

・
安
全

な
住

み
よ

い
ま

ち
づ

く
り

の
推

進
を
図

る
。

 

〇
あ

い
さ

つ
・

み
ま

も
り

・
助

け
合

い
運

動
を

推
進

す
る

。
 

 
〇

高
齢

者
を

は
じ

め
、

住
民

が
健
康

で
安

心
に
暮

ら
せ

る
よ

う
地
域

で
の
支

え
合

い
を
図

る
 

二
 
情
報

の
あ

る
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
る

。
 

 
〇

町
内

会
活

動
の
情
報

を
地
域

住
民

へ
提

供
し

、
共
有
さ

れ
る

よ
う

に
工
夫

す
る

。
 

 
〇
全

町
連

と
し

て
、

生
活
情
報
紙

「
あ

か

り
」

を
通

し
て
広
報

活
動

を
進

め
る

。
 

 
〇

町
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ

を
活
用

し
た
広
報

を

推
進

す
る

。
 

三
 

町
内

会
へ

の
関
心
や

参
加

・
加

入
を
促

す
よ

う
に

工
夫

す
る

。
 

 
〇

町
内

会
の
役
割
や

活
動

状
況

を
周
知

す

る
。

 

 
〇

多
く

の
住

民
が

町
内

会
の

活
動

に
参

加
・

加
入

で
き

る
仕
組

み
を

研
究

す
る

。
 

四
 

な
か

し
べ

つ
３

３
０
°

開
陽
台
マ

ラ
ソ

ン
に

協
力

す
る

。
 

 開
会
式

の
挨
拶

で
佐

々
木

会
長

が
、「
全

町

連
で

は
、
昨

年
よ

り
町

内
会

活
動

の
様

子
を

「
あ

か
り

」
等

に
よ

る
情
報
提

供
や

町
の
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ

を
活
用

（
町

長
と

の
懇
談

会
で

了
承

）
に

よ
る
情
報

発
信

を
行

い
、
情
報

の

共
有

に
努

め
て

き
ま

し
た

。
当
面

す
る
課

題

と
し

て
、

あ
い
さ

つ
、
見
守

り
、
助

け
合

い

運
動

の
推

進
や

町
内

会
へ

の
参

加
・

加
入
促

進
（

会
員

の
減
少

の
防
止

）
に
取

り
組

ん
で

参
り

た
い

」
と

の
決

意
を
述

べ
ま

し
た

。
 

来
賓

の
西
村

町
長

よ
り

「
私

も
地
域

の
一

斉
清

掃
に

参
加

し
、

和
気

あ
い

あ
い

と
楽

し

く
知

り
合

い
を

つ
く

る
喜
び

を
味

わ
い

ま
し

た
。
今
後

、
特

に
高

齢
者
や

住
民

が
健
康

で

安
心

し
て
暮

ら
せ

る
よ

う
、

自
助

・
共
助

・

公
助

に
よ

る
ま

ち
づ

く
り

を
推

進
し

、
町

内

会
活

動
を

一
層
盛

り
上
げ

て
い

た
だ

き
た

い
」

と
期
待

が
寄

せ
ら

れ
ま

し
た

。
 

 

私
た

ち
の

町
内

会
⑧

 
東

町
内

会
長

 
佐
藤

 
一
美

 
 

第 5 号 平成 29 年 6 月 

平成 29 年度 全町内会連合会定期総会 
 

地域の安心・安全のまちづくりの推進 
平成 29 年度の中標津町全町内会連合会の定期総会を 5 月 25 日（木） 

トーヨーグランドホテルにて開催しました。 

来賓の西村穣町長・西根辰美町社会福祉協議会会長をはじめ、約 30 名

の町内会長が参加し、「地域の安心・安全のまちづくりの推進」を活動方針

とする事業計画案や予算案を承認しました。 

 
西
根

社
会
福
祉

協
議

会
会

長
よ

り
「

社

会
福
祉

協
議

会
の

活
動

は
、
各

町
内

会
長

や
全

町
連

よ
り

の
地
域
代
表

と
し

て
理

事
や
評

議
員

な
ど

、
い
ろ

い
ろ

な
立

場
か

ら
お
世
話

に
な
っ

て
お

り
ま

す
。

 

今
後

、
町

内
会

活
動

を
通

し
て

、
災
害

の
備

え
や

対
応

を
図
っ

て
い

た
だ

き
た

い
」

と
期
待

が
述

べ
ら

れ
ま

し
た

。
 

こ
の

あ
と

、
総

会
で

は
、
西
竹

町
内

会

の
有
原
國
男

会
長

が
議

長
に
選
任
さ

れ
、

平
成

２８年
度

の
事

業
報
告

・
決
算
報

告
・
監
査
報
告

が
な
さ

れ
承
認
さ

れ
ま

し

た
。

 

次
に

、
平

成

２９年
度

事
業
計
画
及
び

予
算
案

、
役

員
改
選

が
事
務
局

と
各

部
の

部
長
並
び

に
役

員
選

考
委

員
会

か
ら
提

案
さ

れ
、
慎
重

な
審

議
の
結
果

、
提
案

が

そ
れ
ぞ

れ
承
認
さ

れ
ま

し
た

。
 

み
と

な
っ

て
い

ま
す

。
ま

た
公

住
等

に
独

り

で
住

む
高

齢
者

が
増

え
ま

し
た

が
、

町
内

会

に
加

入
し

て
お

ら
ず

、
災
害
時

な
ど

に
ど

う

対
処

し
た

ら
い

い
の

か
が
今
後

の
課

題
で

す
。

 

◇
各

部
の

事
業

 
 

〈
 
総
務

部
 

〉
 

 
・

会
務

運
営

の
充

実
を
図

る
。

 

 
・
情
報
紙

を
発

行
す

る
。

 

 
・
諸

会
議

・
新

年
交

流
会

の
実

施
。

 

 
・

町
内

会
へ

の
加

入
を
促

進
す

る
。

 

〈
 
厚

生
福
祉

部
 

〉
 

・
地
域
福
祉

の
推

進
 

・
高

齢
者

の
実
態

を
把
握

し
、
地
域

で
の
支

え
合

い
の
仕
組

み
の

工
夫

 

〈
 

環
境
衛

生
部

 
〉

 

・
全

町
一

斉
清

掃
の

実
施

 

・
道
路
縁
石

の
雑
草

除
去

 

・
ご

み
減
量

に
関

す
る
調
査

研
修

 

・
資
源

回
収

運
動

の
推

進
 

・
環

境
衛

生
意

識
の
啓

発
 

〈
 

交
通
防
犯

部
 

〉
 

・
安
全

で
住

み
よ

い
ま

ち
づ

く
り

の

推
進

（
犯
罪

、
青
少

年
の
非

行
、

交
通

事
故

に
対

す
る
防
止

策
）

 

・
交

通
安
全

運
動

の
へ

の
参

加
 

・
防
災

、
防
火

思
想

の
普
及

 

・
自

主
防
災
組
織

の
普
及

 

会
 

長
 

佐
々

木
俊

三
 

副
会

長
 

原
 

 
怡

男
 

 
〃

 
 

延
 

 
 

寿
 

 
〃

 
 

中
野

美
津

子
 

 
〃

 
 

佐
藤

 
良

文
 

 
〃

 
 

長
正

路
 

清
 

 
〃

 
 

須
崎

 
 

剛
 

理
 

事
 

菊
池

 
 

勤
 

 
〃

 
 

佐
藤

 
一

美
 

 
〃

 
 

小
貫

 
正

勝
 

 
〃

 
 

佐
々

木
 

優
 

〃
 

 
伊

藤
 

哲
雄

 

中
標

津
町

全
町

内
会

連
合

会
だ

よ
り

は
、

中

標
津

町
の

Ｈ
Ｐ

（
生

活
環

境
）

に
て

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

で
き

ま
す

。
 

（
h
tp

s://w
w

w
.n

a
k
a
sh

ib
e
tsu

.jp
/k

u
ra

sh
i/se

ik
a
tsu

/ze
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ch

o
u
re

n
/）

 

町
内

会
に

つ
い

て
の

お
問

い
合

わ
せ

 

中
標

津
町

全
町

内
会

連
合

会
事

務
局

 

０
１

５
３

-
７

３
-
３

１
１

１
（

内
線

２
２

０
）

 
 

中
標

津
町

の
人

口
 

 
２

３
，

７
３

１
人

 

中
標

津
町

の
世

帯
数

１
１

、
１

１
３

世
帯

 

町
内

会
入

会
世

帯
数

 
５

，
０

１
０

世
帯

 

加
入

率
４

５
･
０

８
％

 
（

Ｈ

２９年
５

月
末

）
 

〃
 
 
 
 秋

山
 
 
俊

彦
 

〃
 
 
 
 細

谷
 
 
 
 
明

 

〃
 
 
 
 菊

地
 
 
雅

智
 

〃
 
 
 
 小

沼
 
 
 
 
悟

 

〃
 

 
横

田
 

千
秋

 

 
〃

 
 

有
原

 
國

男
 

 
〃

 
 

生
田

 
 

勲
 

 
〃

 
 

端
 

 
裕

子
 

 
〃

 
 

小
嶋

美
智

子
 

監
 

事
 

細
矢

 
栄

司
 

 
〃

 
 

舘
下

 
裕

典
 

 

◇
今

年
度

の
役

員
体

制
 

中標津神社例大祭に山車参加 


